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第１章 計画の概要 

１ 生涯学習とは 

２ 計画の趣旨 

３ 計画の位置付け 

４ 計画の期間 

 

第２章 計画策定の背景 

１ 社会情勢 

(1)少子高齢化社会の到来 

(2)子ども・若者の貧困問題 

(3)家庭教育の困難化 

(4)情報環境の変化 

(5)社会のつながりの希薄化 

(6)世界的な開発制約要因の強まり 

(7)雇用環境の変化 

(8)外国人の増加による課題 

 

２ 生涯学習に関するアンケート 

(1)アンケート概要 

(2)アンケート結果 

 

第３章 今後の生涯学習のあり方 

１ 家庭教育の充実 

２ 地域と学校の連携 

３ 高齢者の学習機会 

４ 市民の学習拠点 

５ 歴史文化を活用した郷土学習 

 

 

６ 子ども読書活動の推進 

７ 市民と育てる協働のまち 

８ 青少年の健全育成 

９ 人権意識の啓発 

 

 

第４章 生涯学習推進に向けた施策

の展開 

１ 基本方針 

２ 目標（学習を広げて、高めるには） 

(1)各世代の目標① 

(2)各世代の目標② 

(3)各世代の目標③ 

３ 生涯学習に取り組みやすい環境

づくり 

(1)各世代の取り組み① 

(2)各世代の取り組み② 

(3)各世代の取り組み③ 

４ 各館の行動計画案 

 

付属資料 

生涯学習推進計画設置要綱 

生涯学習推進計画策定委員名簿 

策定経過 
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第１章 計画の概要 

 

１ 生涯学習とは 

 教育基本法の第３条では「生涯学習の理念」として・・・ 

 

２ 計画の趣旨 

 本市は平成 29 年３月に策定した第１次あま市総合計画（後期基本計

画）に・・・ 

 

３ 計画の位置付け 

 この計画は、本市の最上位計画である『第１次あま市総合計画（後期

基本計画）』に基づいた・・・ 

 

４ 計画の期間 

 この計画は、・・・ 

 

 

本文の内容に沿ったコラムを掲載します。こちらはあくまでも一例 

  

（例）コラム～市内の日本語教室～ 

市内2か所で、あま市国際交流協会主催による日本語

教室が年間を通じ開催されています。ボランティアによ

る運営で、日本語教師の資格は問わず、興味があればい

つでも見学に来て、実際に携わって国際交流を楽しんで

欲しい！ということでした。興味のある方は、市国際交

流協会の日本語教室担当〇〇へ！！（145字） 

文字数は 150～

250字程度。 

内容は生涯学習に

関わる情報、各団

体の活動紹介等に

なります。 



○理想のカタチ 

学習者が自分のためだけに学ぶにとどまらず、学習の成果を社会に還元できるよう

なサイクルを形成することが目標 

→学習者の社会参画や自らの生きがいにつながるような循環型の仕組み作りができる

よう策定に取り組みます。 

 

〇計画書の内容 

アンケートの結果と分析 

計画書には市民（在住、在勤、在学）約 5,000 人を対象に行った「生涯学習に関す

るアンケート」の結果を踏まえ、本市の生涯学習の現状を把握・分析し、そこから見え

る課題を施策に反映させます。回収率は約 63 パーセントとなっております。 

 

コラムの掲載 

コラムを多用し、読みやすい計画書を目指します。コラムについては、委員の皆様

に加え、各生涯学習事業担当にも現場の声、実情を伝え、各事業の将来像をコラムと

して明文化します。 

 

表紙の作成 

レイアウトのデザインにおいて、より多くの方が手に取っていただけるような工夫が必

要 

→若い世代の方の協力を得ながら、柔軟な発想力を反映させます。 

 

★【参考】推進計画のイメージ図 
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・きっかけづくり 

・情報提供など 

・生きがいの創出 

・仲間づくり 

・地域に還元 

・市民活動 

各計画の見直し 

新たなニーズの把

握等 

今後のあり方 
（アンケート
結果を分析） 

基本施策 
（計画策定の背
景を受け） 


